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主な研究業績
・池尻良平 （2011）歴史の因果関係を現代に応用する力を育成するカードゲーム教材のデザインと評価. 日本教育工学会論
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・池尻良平, 大浦弘樹, 伏木田稚子, 安斎勇樹, 山内祐平（2017）MOOCにおける歴史学講座の学習評価. 日本教育工学会論文
誌41巻1号, 53-64. 

・大浦弘樹, 池尻良平, 伏木田稚子, 安斎勇樹, 山内祐平（2018）歴史をテーマにしたMOOCにおける反転学習モデルの評価. 日
本教育工学会論文誌41巻4号, 385-402. 【日本教育工学会 2018年 論文賞受賞】 

・Ryohei IKEJIRI, Ryo YOSHIKAWA, Yasunobu SUMIKAWA (2019) Designing and Evaluating Learning System for 
Collaborative Historical Analogy. International Journal of Educational Media and Technology, 13(1), 6-16. 

・池尻良平, 相川浩昭, 池田めぐみ（2022）問いづくりを促す世界史授業が歴史の関心と自立的な探究の態度に与える影響. 教
育メディア研究, 28(2), 27-37.



主な共著・共訳



教育工学とは
①定義＝「教育改善のための理論、方法、環境設定に関する研究開発を行い、 
　　　　実践に貢献する学際的な研究分野であり、教育の効果あるいは効率を高めるための 
　　　　様々な工夫を具体的に実現し、成果を上げる技術を、開発し、体系化する学」 

　 

②工学の考え方を教育に持ち込んでいる点が特徴 

　→「理学」を重視（教育の場合：心理学、文化人類学など） 

　→「工学」として「新技術の活用」「開発物の有効性・実用性」を重視 

 
③理念の提唱だけよりも、データに基づく知見を重視 

教育目標
開発 実践

学習の理学
評価

参考文献：日本教育工学会監修, 坂元昴, 岡本敏雄, 永野男編著（2012）教育工学とはどんな学問か. ミネルヴァ書房.

参考文献：日本教育工学会編著（2000）教育工学事典. 実教出版



学習科学とは
①定義＝ 
「認知科学、教育心理学、計算機科学、文化人類学、社会学、情報科学、 
　神経科学、教育学、授業研究などの多様な学問分野を総合することによって 
   急速に発展しつつある学際的科学」 

②目指すもの＝ 
「学習と教育に関わる多様なアプローチを総合し、 
　科学的根拠に基づく教育改革を持続的に実践すること」 

　※認知的徒弟制や概念変化研究などを用いた教育を開発してきた経緯がある 

③「学習プロセス」の解明や介入に対する関心が高い

参考文献：ソーヤー編, 森敏昭, 秋田喜代美, 大島純, 白水始 監訳（2018）学習科学ハンドブック[第二版]第1巻 基礎/方法論. 北大路書房.



私の立ち位置
■社会科教育学を外の学問の視点から分析できる 
・学問としての独自性や利点を相対的に分析できる 

・理論と実践の関係性に関する違和感を提示できる 

■理論と実践の多様な関係性を経験している 
・学校をフィールドにした実践者との共同研究も多い 

・理論と実践の関係性を捉え直す多様な実践研究の事例を提供できる



シンポジウムの問い
（１）社会科教育の研究において、 
　　「理論」と「実践」の関係はどのようなものとして捉える必要があるか。 

（２）よりよい社会科教育実践の在り方を考える上で、従来の研究において 
　　　作り上げられてきた「理論」は依然、有効性を持ち得ているのか。 
　　　どのような意味で有効性を持ち得ており、 
　　　課題があるとすればどのようなところか。 

（３）社会科教育の研究において、今後はどのような「理論」あるいは、 
　　　どのような「理論」の捉えや理論の更新が求められるか。それはなぜか。



外の学問から見た社会科教育学の独自性と利点
■独自性と利点 
・社会科教育学における3類型 

・規範的・原理的研究や反省知を通して、 

　新しい目標や理論の論文が出せるのは、 

　教育のオルタナティブを提示できる点で、 

　学問的な独自性が高い 

　（教育工学や学習科学では規範は作りにくい） 

・長期的に新しい社会科教育の実践を生み出せる 
　有効性を持っている 

①規範的・原理的研究

②開発的・実践的研究 
（反省知と技術知）

③実証的・経験的研究

参考文献：草原和博, 溝口和宏, 桑原敏典 編著（2015）社会科教育学研究法ハンドブック. 明治図書.



外の学問から見た社会科教育学の違和感①
①教授書の有効範囲の不明瞭さ 
・教授書＝「学力が平均レベルの生徒（少なくとも高校生レベル）を対象に 
　　　　　　熟練教師が必要となる時間を確保して担当すれば実現可能な程度の 
　　　　　　具体性を持った仮説的指導モデル」（『社会科教育学研究ハンドブック』p.129） 

・違和感1：高偏差値+高意欲でないと教授書の学習者の反応が返ってこない印象 

・違和感2：学力の定義は？協調スキルも入る？そもそも「平均レベル」って何？ 
　　　　　  何が熟練した教師なの？誰がどう査読しているの？ 
　　　　　 

参考文献：草原和博, 溝口和宏, 桑原敏典 編著（2015）社会科教育学研究法ハンドブック. 明治図書.

理論 実践教授書 学力が平均レベルの生徒？
熟練教師？



外の学問から見た社会科教育学の違和感
①理論研究から演繹的に作る「教授書」の論理的な限界性 
・社会科教育学が新しい理論を議論し、論文化できるのは学問的独自性として貴重 

・一方で、理論は標本（サンプル）とセットで検証されていくもの 

　例：教育工学の場合、対象の記述統計と授業モデルの有効性をセットで考察 
　　　→対象の記述統計から、自分の実践先の生徒達と比較して導入の考察が可能 

・結果として、本来は理論と実践を結ぶ役割を果たしうる「教授書」が、 

　理論と実践を分離させている要因になっているのではないか？ 

理論 実践教授書 学力が平均レベルの生徒？
熟練教師？



②規範的な理論はどう修正・更新されうるのか 
・通常は理論はデータによって修正・更新される 
　　例：データを使った発達段階の再検証など 

・社会科教育学の理論は「規範」の色が強い 

・実践がうまくいかなった場合、原因はどこにある？ 

　A) 理論を実行する技術が不十分だった 

　B) そもそも再現性に乏しい理論になっていた 
　　　　　　　　　　　　（でも規範だから…）

①規範的・原理的研究

②開発的・実践的研究 
（反省知と技術知）

③実証的・経験的研究

参考文献：草原和博, 溝口和宏, 桑原敏典 編著（2015）社会科教育学研究法ハンドブック. 明治図書.

外の学問から見た社会科教育学の違和感②

◯ ？

？



シンポジウムの問い
（１）社会科教育の研究において、 
　　「理論」と「実践」の関係はどのようなものとして捉える必要があるか。 

（２）よりよい社会科教育実践の在り方を考える上で、従来の研究において 
　　　作り上げられてきた「理論」は依然、有効性を持ち得ているのか。 
　　　どのような意味で有効性を持ち得ており、 
　　　課題があるとすればどのようなところか。 

（３）社会科教育の研究において、今後はどのような「理論」あるいは、 
　　　どのような「理論」の捉えや理論の更新が求められるか。それはなぜか。



理論と実践の関係性を捉え直す視点①
①教授書が想定する「学力」「平均レベル」の詳細を明記する 
・教授書の「有効範囲」を論文でも明記し、理論と実践の議論対象の場にする 

・実証的・経験的研究が増えることで、学力の次元も増やしていける 

・データをとる開発的・実践的研究が成功・失敗しても、 
　対象者の記述統計を増やしていけば、どの範囲には有効なのかメタ分析できる 

・教授書の有効範囲の査読に実践者が入っても良いのではないか

理論 実践教授書

想定する知識量、意欲、 
思考力、協調スキル等

中堅学校

実践 進学校

×

◯
理論と実践の間での 
議論・修正対象



理論と実践の関係性を捉え直す視点②
②理論と実践の間に「デザイン原則」を挟む 
・教育デザイン研究（McKenny & Reeves, 2019）の「デザイン原則」の視点 

・教育デザイン研究の定義 

＝「実践的で複雑な教育的課題に対して、繰り返し解決策の開発を行う。同時に、 

　　他の研究に情報を与える知見となる理論的な理解を産む実証的な調査のための 

　　文脈を提供する」という研究ジャンル 

・理論的な貢献をしつつ、実践への貢献も果たす点がポイント

参考文献：McKenny, S., Reeves, C. T.（2019）Conducting Educational Design Research (2nd Edition). Routledge 
         （鈴木克明 監訳（2021）教育デザイン研究の理論と実践. 北大路書房.）



理論と実践の関係性を捉え直す視点②
②理論と実践の間に「デザイン原則」を挟む

参考文献：McKenny, S., Reeves, C. T.（2019）Conducting Educational Design Research (2nd Edition). Routledge 
         （鈴木克明 監訳（2021）教育デザイン研究の理論と実践. 北大路書房.）



理論と実践の関係性を捉え直す視点②
②理論と実践の間に「デザイン原則」を挟む

参考文献：McKenny, S., Reeves, C. T.（2019）Conducting Educational Design Research (2nd Edition). Routledge 
         （鈴木克明 監訳（2021）教育デザイン研究の理論と実践. 北大路書房.）



理論と実践の関係性を捉え直す視点②
②理論と実践の間に「デザイン原則」を挟む 
・デザイン原則＝処方的な目的を果たす中間理論 

・ある教育の理論を実践現場で使用する際、実践の多様性や文脈を含めても効果が 

　見込めるデザインの原則。有効性の根拠として理論的論点と実証的論点を含む。

理論 実践デザイン原則

理論と実践の間での 
議論・修正対象



理論と実践の関係性を捉え直す視点②
②理論と実践の間に「デザイン原則」を挟んだ事例 
・創造的思考を育む4つの原則「4Ps」＝Passion, Play, Projects, Peers 

・教科の学びと創造的思考を両立できるデザイン原則を作りたいという依頼 

・MITチーム、社会科の研究者（池尻）、信州の教育委員会、学校の先生で実践 

・教師を含めた分析と探索→デザインと構築 & 評価と省察をセットで3回実施

Yumiko MURAI, Ryohei IKEJIRI, Yuhei YAMAUCHI, Ai TANAKA, Seiko NAKANO（2021） Design strategies to integrate creative learning in elementary school 
curricula through computer programming activities. Interactive Learning Environments, DOI:10.1080/10494820.2021.1979048



理論と実践の関係性を捉え直す視点②
②理論と実践の間に「デザイン原則」を挟んだ事例 

Yumiko MURAI, Ryohei IKEJIRI, Yuhei 
YAMAUCHI, Ai TANAKA, Seiko 
NAKANO（2021） Design strategies to 
integrate creative learning in 
elementary school curricula through 
computer programming activities. 
Interactive Learning Environments, 
DOI:10.1080/10494820.2021.1979048

4Ps 実践デザイン原則

理論と実践の間での 
議論・修正対象

Passion 

Play 

Projects 

Peers



理論と実践の関係性を捉え直す視点③
③理論研究者と実践者がタッグで「目標-内容-方法-実践-評価」まで行う 
例：中堅高校における歴史的思考力を育成するアラカルト型反転授業の開発と評価 
①歴史的思考力を育成する反転授業の研究計画（池尻提案） 

②関心と思考力にバラツキがある+自身のキャリアも意識させたい（相川先生提案） 

③開国に影響を受けた12人の人物の動画教材+反転授業+協調学習をモデル化（共同研究による変化） 

④実践・評価をした結果、「中堅高校では」有効性がある授業モデルを提供した 

・研究者は「実践的研究者」になり、実践者は「研究的実践者」になっていた

参考文献：池尻良平, 山本良太, 仲谷佳恵, 伏木田稚子, 大浦弘樹, 安斎勇樹, 相川浩昭, 山内祐平（2020） 
中堅高校における歴史的思考力を育成するアラカルト型反転授業の開発と評価. 教育メディア研究, 27(1), 31-44.

理論 実践共同研究



理論と実践の関係性を捉え直す視点③

参考文献：池尻良平, 山本良太, 仲谷佳恵, 伏木田稚子, 大浦弘樹, 安斎勇樹, 相川浩昭, 山内祐平（2020） 
中堅高校における歴史的思考力を育成するアラカルト型反転授業の開発と評価. 教育メディア研究, 27(1), 31-44.



理論と実践の関係性を捉え直す視点④
④多様な実践上の変数に対応できる高度な社会科教育独自の授業理論を作る 
・そもそも実践上の変数は非常に多様で、今後さらに増える可能性が高い 

　→「学力」の「平均」を前提にした授業理論には限界が来るのではないか？ 

　　教師1人が、教室の数十人に対して授業をしていく教育観で対応できる？ 

　　多様な変数に対応できるテクノロジー+教育/授業理論を作れないか？ 

　　社会科教育学がテクノロジーを使うとどんな独自な理論が生まれうる？ 

理論 ＋ 実践テクノロジー

実践◯

◯



理論と実践の関係性を捉え直す視点④
④多様な実践上の変数に対応できる高度な社会科教育独自の授業理論を作る 
・事例：AIを用いて系統的な通史授業と現代のテーマ学習を両立させるカリキュラム 
　　　　（池尻の今回の発表）

生徒

歴史B AI

歴史A

歴史C

大谷翔平の 
次のニュースも…

大衆の視点で…

徐々に身近な 
ニュースで…

日常生活の歴史の認知行動が個別に変化



シンポジウムの問いへの回答
（１）社会科教育の研究において、 
　　「理論」と「実践」の関係はどのようなものとして捉える必要があるか。 
　　　池尻の回答：提案した4つの視点で関係性を捉え直すことが可能ではないか。 

（２）よりよい社会科教育実践の在り方を考える上で、従来の研究において 
　　　作り上げられてきた「理論」は依然、有効性を持ち得ているのか。 
　　　どのような意味で有効性を持ち得ており、課題があるとすればどのようなところか。 
　　　池尻の回答：長期的に新しい実践を生み出せる点で理論の有効性は今でも十分ある。 
　　　　　　　　　実践につなげるのであれば、教授書は改善の余地があるように思う。 
　　　　　　　　　実践がどう理論に還りうるかを構造的に検討すべき（デザイン原則など）。 

（３）社会科教育の研究において、今後はどのような「理論」あるいは、 
　　　どのような「理論」の捉えや理論の更新が求められるか。それはなぜか。 
　　　　池尻の回答：不明瞭な「平均」を前提にした理論では実践に繋げにくいのではないか。 
　　　　　　　　　　多様な変数をメタに吸収できる理論を創造する必要がある。 
　　　　　　　　　　（テクノロジーと組み合わせた授業理論など）


